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金
滞
古
蹟
志
巻
八

合
を
俄
し
け
り
。
子
炉
時
中
院
也
足
軒
も
共
の
座
に
つ
ら
左
り
給
ひ
け

る
に
‘
其
の
懐
紙
天
下
に
流
布
す
a
後
日
盟
臣
秀
吉
公
の
聞
に
建
し

け
る
に
、
明
智
光
秀
と
一
味
と
て
紹
巴
を
近
江
の
逢
坂
へ
流
さ
れ
‘

也
足
軒
を
ぽ
加
州
安
宅
へ
移
さ
れ
け
り
。
也
足
軒
配
所
に
て
召
佐
は

れ
し
女
懐
妊
し
け
る
が
、
也
足
軒
は
罪
ゆ
る
さ
れ
て
蹄
京
せ
ら
れ
し

後
、
彼
の
女
懐
妊
の
ま
L
小
松
の
町
人
に
嫁
し
女
子
を
出
生
す
。
此

の
女
子
既
に
十
五
・
六
歳
に
及
び
け
る
時
、
岡
嶋
備
中
は
い
ま
だ
菩

三
郎
と
て
若
盛
左
る
が
、
能
美
郡
小
松
に
一
宿
す
。
折
節
彼
の
也
足

軒
の
息
女
を
養
育
せ
し
町
家
に
泊
り
け
る
に
、
容
顔
美
麗
の
娘
あ

り
。
故
に
下
縛
を
呼
び
‘
亭
主
の
娘
・
な
る
か
と
縞
に
帯
ね
け
る
に
、

亭
主
の
孫
に
て
‘
共
の
父
は
中
院
中
将
殿
と
申
し
て
京
都
よ
り
下
向

し
給
ひ
、
暫
く
嘗
固
に
逗
留
し
給
ふ
中
陀
儲
け
ら
れ
た
り
。
そ
の
母

は
去
方
へ
縁
付
き
、
既
に
死
去
せ
ら
れ
た
り
と
申
し
け
り
。
喜
三
郎

頓
て
宿
の
亭
主
に
所
望
し
‘
能
州
へ
伴
ひ
ゆ
き
、
妻
室
と
せ
ら
れ
た

り
。
共
の
腹
に
男
女
二
人
出
生
す
。
男
子
は
市
正
と
稽
す
。
利
長
卿

に
患
・
仕
し
、
慶
長
五
年
大
聖
寺
の
披
賢
に
討
死
す
。
女
子
は
高
畠
甲

斐
守
に
・
嫁
襲
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
彼
の
備
中
守
妻
室
は
天
下
無
双
の

美
人
な
る
の
み
注
ら
歩
、
智
恵
才
覚
も
無
類
た
り
し
が
.
宿
願
の
子

石
拝
領
す
。
紳
尾
主
殿
江
戸
よ
り
光
高
君
御
書
持
参
、
前
回
出
雲
守

被
ι
申
渡
-
と
あ
り
。
徴
陽
雨
公
選
事
陀
、
陽
庚
公
御
代
御
小
姓
出
来
之

刻
・
於
a
途
中
-
御
一
架
興
際
へ
被

vR召
、
警
に
不

v寄
父
母
妻
子
等

b-

儀
御
帯
被
v
遊
と
い
ふ
事
見
h
た
り
0
.

按
や
る
に
‘
右
は
寛
永
の
末
項

に
て
、
則
ち
協
閏
九
兵
衛
直
賢
を
小
姓
組
頭
陀
命
ぜ
ら
れ
し
頃
の
事

怠
る
ぺ
〈
聞
ゆ
。
さ
れ
ぽ
小
姓
町
の
小
姓
組
の
人
々
は
少
勝
光
高
君

の
時
命
ぜ
ら
れ
し
小
姓
共
陀
て
、
共
の
時
小
姓
町
の
町
名
を
呼
ぴ
初
.

め
た
る
・
な
ら
ん
。

O
脇
田
丸
兵
衛
醤
部

延
貸
金
湾
問
に
下
の
如
〈
記
載
す
。

右
邸
地
に
脇
田
氏
子
孫
代
々
居
住
し
・
明
治
慶
藩
の
際
此
の
地
を
退

去
し
、
後
島
地
と
た
し
、
或
は
水
田
と
た
し
た
り
。
今
は
共
の
遺
名

を
稀
す
る
の
み
。

O
脇
田
丸
兵
衛
産
賢
侮

燕
漉
風
雅
に
一
冨
ふ
。
直
賢
遜
名
丸
兵
衛
d

本
姓
金
‘
韓
人
也
.
文
総
元
年

朝
鮮
之
役
.
浮
田
中
納
官
秀
家
.
料
品
大
軍
-
至
昌
釜
山
浦
吋
芭
賢
父
聡
林

串
士
金
時
省
e

防
職
需
ν
園
死
時
直
賢
僅
七
歳
d

震
発
家
所
弘
明
而

本
市
昌
備
前
岡
山
吋
明
年
実
巳
秀
家
夫
人
憐
-
其
孤
弱
↓
以
ν
有
=
遇
家
之
詮
一

金
滞
古
蹟
志
巻

λ

二
八

O
小

綿

町

元
総
六
年
士
岐
に
、
小
姓
衆
町
或
は
御
小
姓
町
と
あ
り
。
此
の
時
代

は
如
v
斯
呼
ぴ
た
り
し
と
聞
ゆ
。
奮
停
に
云
ふ
。
昔
黄
門
利
常
卿
の
頃

は
小
姓
組
の
諸
士
を
ぽ
此
の
地
に
集
め
置
か
れ
ん
た
め
、
小
姓
頭
脇

田
丸
兵
衛
を
初
め
小
姓
衆
の
人
々
へ
邸
地
を
賜
ひ
た
り
。
故
に
御
小

姓
町
或
は
小
姓
衆
町
と
呼
び
、
後
に
は
小
姓
町
と
呼
ぺ
り
と
。
一
容

に
も
協
同
丸
兵
衛
直
賢
小
姓
組
頭
命
ぜ
ら
れ
‘
小
姓
町
民
て
邸
地
を

賜
ふ
。
陽
庚
公
の
時
な
り
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
寓
治
三
年
に
記
載
せ

し
脇
悶
如
鍛
自
記
に
、
寛
永
廿
年
五
月
御
小
姓
頭
挟
命
.
料
分
二
百

細
あ
り
て
越
中
安
居
の
観
音
堂
を
建
立
せ
ら
る
。
諸
願
成
就
の
物
語

あ
れ

E
愛
に
略
す
と
云
々
。
按
宇
る
に
、
岡
嶋
踏
に
‘
元
祖
備
中
守

一
吉
二
男
市
正
、
母
中
院
也
足
女
と
見
h
.
市
山
厩
鍬
に
戟
せ
た
る
・

安
居
寺
観
音
堂
紀
陀
云
ふ
。
加
州
侯
之
家
臣
備
中
守
茶
葉
法
名
月
清
e

向。7JV

M
尚
昆
将
財
-
新
品
堂
守
刊
以
篇
=
中
興
極
主
↓
月
清
者
中
院
也
足
之
女
.
而
原

氏
元
寅
之
外
商
組
母
一
式
々
。
按
宇
る
に
‘
原
氏
は
鰭
士
系
譜
花
、
原

九
左
衛
門
元
鹿
室
岡
嶋
市
郎
兵
衛
女
と
あ
り
て
、
共
の
子
原
五
郎
左

衛
門
元
成
、
共
の
子
原
丸
左
衛
門
元
動
、
共
の
子
原
五
郎
左
衛
門
元

善
と
あ
り
。
一
冗
寅
は
共
の
嗣
子
恋
り
と
聞
ゆ
。
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